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調査
研究
内容

　当協会では、ライフサイクルアセスメント（ＬＣＡ）を使った使用済みプラスチックの処理手法の
環境負荷比較評価を継続的に実施し、公表してきた。この中で、ＬＣＡの手法である「製品バスケッ
ト法」について理解しづらいという意見も聞かれ、より広くＬＣＡ結果を周知するためには、より理
解されやすいＬＣＡ手法が求められていた。

　本報告書は，これまで当協会が行ってきた製品バスケット法を用いたエコ効率分析における環境影
響評価部分で，ＬＣＩ分析を用いた各処理手法の比較方法として，(1)リサイクルによる環境負荷削減
効果比較，(2)再資源化物代替効果を考慮した環境負荷比較，(3)全処理手法の一括環境負荷比較とい
う３種類を行ったものである

調査
研究
結果

　上記３手法を比較評価したところ、それぞれに、一長一短があることが判った。
　このことから、リサイクル手法の環境負荷をＬＣＡで比較評価する場合，その目的，制約条件，報
告する対象者が持つ知見などによって最適な計算方法を選択する必要があると考えられた。
　今後，できるだけ多くの方にＬＣＡを使った環境影響評価結果を聞いていただく機会を設定し，ど
ういった場合にどの手法で評価するのが理解され易いかに関する知見を蓄積し，当協会のＬＣＡ活動
成果をより多くの方に理解していただけるよう努めていきたい。
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